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県
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
設

置
、
被
災
体
験
を
後
世
へ

　
　

月
６
日
、
山
村
開
発
セ
ン

１０
タ
ー
（
根
雨
）
２
階
に
鳥
取
県
西

部
地
震
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
が
開

館
し
、
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
と
記
念

講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

　

年　

月
６
日
に
発
生
し
た
鳥
取

１２

１０

県
西
部
地
震
の
被
災
体
験
か
ら
得

た
教
訓
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く
た

め
に
県
が
設
置
し
た
も
の
で
、
そ

の
運
営
は
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
小
谷
博
徳
代
表
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

情
報
発
信
の
拠
点
に

　

開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
片
山

善
博
知
事
が
「
地
震
発
生
後
す
ぐ

県
で
は
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

翌
朝
か
ら
県
内
の
被
災
地
の
視
察

を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
時
、
被

災
者
の
皆
さ
ん
は
不
安
で
い
っ
ぱ

い
だ
っ
た
は
ず
な
ん
で
す
が
非
常

に
元
気
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
元
気
で
こ
こ
ま
で
復
興
で
き
た

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
教

訓
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
こ
う

し
た
拠
点
施
設
が
必
要
で
す
。
こ

の
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
を
、
被
災

し
た
人
、
ま
た
被
災
し
て
い
な
い

人
が
一
緒
に
語
り
合
え
る
場
に
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
運
営
を
行
う

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
小
谷
博
徳
代
表
は
「
あ
の
震

災
の
と
き
に
全
国
か
ら
い
た
だ
い

た
温
か
い
心
を
風
化
さ
せ
た
く
な

い
と
い
う
思
い
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
仲
間
た
ち
が
各
地
で
起
こ
っ

た
地
震
や
水
害
な
ど
の
復
興
支
援

に
出
か
け
、
そ
の
心
を
全
国
に
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
打
診
さ
れ
、
同
時
に
私
た
ち

の
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
や
っ
て

み
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
震
災
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意

識
の
高
揚
を
全
国
に
発
信
し
、
ま

た
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場
と
し
て

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
開
発
セ
ン
タ
ー
前
で

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
展
示

交
流
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
ま
し
た
。

　平成１２年１０月６日、午後１時３０分。

　まちを襲ったマグニチュード７．３、震度６強の大地震は、まち

に大きな被害をもたらしただけでなく、人と人との絆の大切さ、

防災意識の高まりなど、多くのことを教えてくれました。

　「あの日」が教えてくれた数々の教訓を忘れず、未来へ残してい

こうと、「鳥取県西部地震展示交流センター」が開館しました。
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行
政
・
民
間
の
協
働
で
防
災
を

　

開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
町
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
記
念

講
演
会
で
は
、
講
師
に
大
阪
大
学

助
教
授
の
渥
美
公
秀
さ
ん
を
迎

え
、「
地
域
防
災
力
を
高
め
る
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

渥
美
さ
ん
は
、
自
ら
被
災
し
た

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

以
降
、
各
地
の
地
震
災
害
で
の
人

間
の
心
理
･
行
動
な
ど
を
研
究

し
て
お
り
、
そ
の
経
験
の
中
か
ら
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
手
法

な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
渥
美
さ
ん
は
「
行
政

が
主
導
し
て
『
防
災
や
り
ま
し
ょ

う
！
』
と
叫
ぶ
だ
け
で
は
、
民
間

は
つ
い
て
こ
な
い
。
工
夫
で
き

る
と
こ
ろ
は
民
間
が
工
夫
し
て

い
き
、
行
政
と
協
働
で
お
互
い
に

高
め
あ
っ
て
い
け
ば
、
地
域
防
災

力
が
つ
い
て
く
る
」
と
話
し
ま
し

た
。

■開館時間　午前９時～午後５時
 

■休館日　　毎週月曜、第２・第４土・日曜 ､ 祝祭日
　　　　　　　※開館日でも不在にしていることがあります。　　　
　　　　　               事前に連絡いただけるとより確実に見学いただけま 
                               す。
 

■住所　〒 689-4503
　　　　 鳥取県日野郡日野町根雨１３０-１
　　　　　日野町山村開発センター２階
　

■電話（ＦＡＸ兼）　７２-２２２０
 

■Ｅメール　hinovnet@infosakyu.ne.jp
 

■ホームページ　http://www.infosakyu.ne.jp/hinovc/

鳥
取
県
西
部
地
震
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
展
示

　

展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
鳥

取
県
西
部
地
震
の
被
災
写
真
や
各

種
記
録
が
展
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

県
・
町
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
も
上

映
さ
れ
て
お
り
、
当
時
ま
ち
が
受

け
た
被
害
の
様
子
な
ど
を
詳
し
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や

中
越
地
震
の
報
告
書
な
ど
も
設
置
、

他
の
被
災
地
の
対
応
も
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

写
真
・
パ
ネ
ル
の
展
示
に
は
、

木
製
の
パ
ネ
ル
が
、
ま
た
書
籍
な

ど
の
棚
は
黒
坂
小
学
校
の
木
の
机

を
再
利
用
し
た
も
の
が
使
わ
れ
て

お
り
、
セ
ン
タ
ー
は
木
の
香
り
が

漂
う
温
か
い
空
間
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
製
作
・
準
備
は
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
ま
さ
に
手
づ

く
り
の
も
の
。
準
備
に
は
２
か
月

か
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
交
流
の
中
か
ら
新
し
い
活
動
を

　

展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、
数
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
交
代
で
常
駐
し
ま
す
。

　

そ
の
一
人
、
事
務
局
の
山
下
弘

彦
さ
ん
（
根
雨
）
は
、「
西
部
地
震

の
約
１
か
月
後
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
初
め
て
日
野
町
を
訪
れ

た
の
が
き
っ
か
け
で
日
野
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
り
ま
し
た
。
震
災
当
時
、

ま
ち
の
人
た
ち
は
、
私
た
ち
が

『
手
伝
う
よ
』
と
声
を
か
け
て
も

警
戒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
高
齢
者
誕
生
月
プ
レ
ゼ
ン
ト

企
画
な
ど
を
続
け
て
き
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
理
解
し
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
つ
な

が
り
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

震
災
の
体
験
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

そ
れ
以
外
で
も
、
訪
れ
る
皆
さ
ん

と
の
交
流
や
会
話
の
中
か
ら
、
地

域
で
新
し
い
取
り
組
み
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　
「
あ
の
日
」か
ら
６
年
。
皆
さ
ん

も
展
示
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
も
う

一
度
防
災
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。　

片山知事もセンターを視察

開館を控え、ボランティアによる準備作業が進む

渥美公秀さん
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全
自
治
会
が
参
加

避
難
・
消
火
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
る

　

今
回
の
訓
練
は
、　

月
８
日
午
前
９

１０

時
に
鳥
取
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震

が
発
生
し
、
日
野
町
で
震
度
６
強
を
記

録
し
た
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
防
災
無
線
で
地
震
発
生

を
知
ら
せ
る
緊
急
放
送
を
行
い
、
住
民

は
各
自
治
会
の
仮
避
難
所
に
避
難
、
自

治
会
長
な
ど
責
任
者
の
指
示
に
よ
り
点

呼
や
安
否
確
認
を
し
ま
し
た
。

　

役
場
で
は
、
午
前
９
時
４
分
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
、
自
治
会
の
避
難
状

況
な
ど
の
情
報
収
集
や
現
地
指
導
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
調
査
な
ど
の
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
消
防
団
も
団
長
ら
の
指
揮

に
よ
り
町
内
の
情
報
収
集
に
あ
た
っ
た

ほ
か
、
自
治
会
の
消
火
訓
練
な
ど
の
指

導
も
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
終
了
後
に
は
、
消
火
栓
の

確
認
や
消
火
訓
練
が
自
治
会
ご
と
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
公
舎
で
行
わ
れ
た
根

雨
３
区
自
治
会
の
救
急
講
習
で
は
、
江

府
消
防
署
員
の
指
導
で
、
停
止
し
た
心

臓
を
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で
正
常
な
状
態
に

戻
す
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
講
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
住

民
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
救
急
活
動
が

で
き
る
よ
う
、
応
急
手
当
の
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

全町一斉防災訓練
　

平
成　

年　

月
６
日
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地
震
の
教
訓
を

１２

１０

活
か
し
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
ま
ち
で

は
毎
年　

月
６
日
を
「
日
野
町
防
災
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

１０

　

こ
の
日
に
ち
な
み
、
今
年
は　

月
８
日
に
全
町
一
斉
防
災
訓
練
を

１０

行
い
ま
し
た
。

いざという時のためにＡＥＤ (自動体外式除細動器 )の使い方を講習（根雨３区）

各自治会で決められた仮避難所に避難（根雨６区）

災害対策本部には被災状況などが寄せられる
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消
防
団
の
組
織
・
活
動

　

町
消
防
団
は
現
在
団
員
数　

人
６２

で
、
組
織
は
、
災
害
時
な
ど
に
団

員
を
指
揮
す
る
指
揮
分
団
、
根

雨
・
日
野
地
区
の
団
員
で
構
成
さ

れ
た
第
１
分
団
、
黒
坂
・
菅
福
地

区
の
団
員
で
構
成
さ
れ
た
第
２
分

団
、
役
場
職
員
の
団
員
で
構
成
さ

れ
た
第
３
分
団
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
各
分
団
の
ほ
か
、
消

防
車
が
入
れ
な
い
災
害
現
場
な
ど

で
威
力
を
発
揮
す
る
赤
色
バ
イ
ク

で
活
動
す
る
赤
バ
イ
隊
も
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
主
な
活
動
は
、
火
災

現
場
で
の
消
火
活
動
の
ほ
か
、
火

災
予
防
、
災
害
救
助
な
ど
、
ま
ち

の
防
災
活
動
全
般
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
際
は
、

町
内
の
被
害
状
況
な
ど
を
巡
視
、

行
政
と
連
携
し
て
風
水
害
の
予
防

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防

車
の
ポ
ン
プ
点
検
や
訓
練
を
定
期

的
に
行
い
、
災
害
時
に
す
ぐ
対
応

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
の
町
消
防
団
の
出
動

１８

件
数
は
、
９
月
末
現
在
で
火
災
５

件
、
風
水
害
２
件
、
捜
索
１
件
の

計
８
件
で
す
。
な
お
、
平
成　

年
１２

の
鳥
取
県
西
部
地
震
で
は
、　

日
１９

間
、
延
べ
３
０
７
人
の
団
員
が
出

動
し
救
援
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

団
員
数
は
減
少

消
防
活
動
が
困
難
に

　

し
か
し
、
団
員
数
は
毎
年
減
少

し
、
平
成　

年
（　

人
）
と
比
べ

１３

７７

る
と　

人
も
減
っ
て
お
り
、
消
防

１５

活
動
を
行
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
消
防
団
で
は
、
男
性

団
員
だ
け
で
な
く
、
新
し
く
女
性

団
員
も
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
入
団
し
た
い
人
、
ま
た
詳

し
く
知
り
た
い
と
い
う
人
は
下
記

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精
神

に
基
づ
き
、
地
域
住
民
で
構
成
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。
消
防
団
は
、

火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
の
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、
火
災
の
予
防
・
警

戒
な
ど
、
災
害
か
ら
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
使
命
を
も
っ
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

■消防団員募集
 

入団条件　　１８歳以上の男女で、町内に在住または勤務している人。

主な活動　　①消火に関する業務　②火災の予防、警戒に関する業務　③救助に関する業務

　　　　　　④地震、風水害などの災害の予防、警戒に関する業務　ほか

処　　遇　　年額報酬、出動・訓練手当が支払われます。公務災害補償や退職報償金制度に

　　　　　　も加入しています。

問合せ先　　役場総務企画課 (電話７２‐０３３１)

出初式での日野川一斉放水

防災訓練で出動する赤バイ隊

操法大会へ向けての訓練も
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走
っ
た
・
投
げ
た
・
引
っ
張
っ
た
！

　

こん身の力で綱を引き寄せる！

　９月２４日、町民体育祭が根雨地区と黒

坂地区の２会場で開かれました。

　各会場では、綱引きやリレーなどのお

なじみの競技が行われたほか、黒坂地区

大会では恒例の入場演技も行われ、会場

を盛り上げました。

　その熱気あふれる様子をご紹介します。

「早く早く！」後ろからも声援が

女性はラクチン、男性は… 各軍の威信をかけて一斉にスタート 狙いを定めて真剣に

元気いっぱい４軍の入場演技、恒例「阿波踊り」
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大会結果（総合優勝のみ掲載）
　

■根雨地区大会

　総合優勝　１組（根雨１区 ･２区）
　

■黒坂地区大会　

　総合優勝　１軍（黒坂１区 ･２区）

ジゲの結束力が試される？運動会の花形「綱引き」

ワタシもしっかり準備体操 オシドリみたいに息もピッタリ？ なかなか勝てません…

「ガンバレ～！」熱い声援を送る 一番盛り上がる総合リレー

どんなお菓子をもらったのかな？ やっと釣れたぞ～！
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平
成　

年
度
の
日
野
町
歳
入
歳
出
の
決
算
が
、

１７

第
４
回
町
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
会
計
は
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会

計
で
構
成
さ
れ
、
平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１７

１７

～
平
成　

年
３
月
）
は
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

１８

の
減
少
、
人
口
減
、
所
得
減
に
よ
る
税
収
の
減

な
ど
に
よ
り
ま
す
ま
す
歳
入
が
減
少
す
る
な
か
、

今
ま
で
以
上
の
経
費
削
減
を
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入

１７

総
額
（
ま
ち
に
入
る
お
金
の
総
額
）
約　

億
６

３３

２
０
６
万
円
か
ら
歳
出
総
額
（
ま
ち
か
ら
出
る

お
金
の
総
額
）
約　

億
４
３
５
３
万
円
を
引
い

３２

た
約
１
億
１
８
５
３
万
円
の
繰
越
金
が
出
ま
し

た
。
実
態
は
、
歳
出
に
対
し
て
歳
入
が
不
足
す

る
部
分
は
、
ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
２
億

３
９
７
５
万
１
４
６
５
円
取
り
崩
し
、
繰
入
金

と
し
て
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

基
金
の
取
り
崩
し
は
日
野
町
だ
け
で
は
な
く
、

地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
の
歳
入
不
足
に
よ
り
、

多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
日
野
町
歳
入
歳
出
の
決
算
が
、
第
４
回
町
議
会
定
例
会
（
９

１７

月
議
会
）
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
に
な
い
財
政
危
機
を
迎
え
た
ま
ち
が

ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
、
一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

取り組み状況課題・問題点
町長部局の６課を４課に統合、事務分掌を変更して機構のスリム化を

図った。

より柔軟に対応していけるスリムな行

政組織・機構を目指す

①スクールバスを廃止、路線バスに統合した。

②過疎バス対策として、路線バス委託を平成１７年１２月末で取りやめ、

平成１８年１月から町営バスを運行した。均一料金制の導入や、常に路

線・経路の見直しを行い、利便性の向上に努めている。

バス運行のあり方を見直し、利便性の

向上を図る

職員給与を平均５㌫、町長・助役７㌫、教育長６㌫減額、このほか議員

３㌫、教育委員・農業委員１０㌫ を減額し、約５,６００万円の削減効果が

あった。このほか、各種委員の日額報酬や自治会長手当を減額。

職員給与などの削減

時間外勤務をなるべく代休扱いとし、時間外勤務手当を節減。職員手当などの削減

公用車を有効活用して出張にかかる旅費を節減。出張旅費などの削減

平成１７年度の事務の改善・経費節減に対する主な取り組み状況

依
然
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
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ま
ち
の
歳
入
の
半
分
は

国
か
ら
の
地
方
交
付
税

　

平
成　

年
度
決
算
の
う
ち
、
一

１７

般
会
計
の
歳
入
の
内
訳
は
、
全
体

に
占
め
る
割
合
の
大
き
い
も
の
か

ら
見
る
と
、
ま
ち
の
行
政
規
模
な

ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
が　

億
２
５
６
５
万

１７

４
０
０
０
円
（
全
体
の　

・
３
㌫
）、

５１

町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
町

税
が
３
億
６
１
９
４
万
２
５
３
２

円
（
全
体
の　

・
８
㌫
）、
事
業
を

１０

行
う
た
め
に
ま
ち
が
借
り
入
れ
る

町
債
が
３
億
３
７
３
万
４
８
５
０

円
（
全
体
の
９
㌫
）
の
順
に
な
っ

て
お
り
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
繰
入
金
２
億
４
７
２
８
万

８
９
６
１
円
の
う
ち
２
億
３
９
７

５
万
１
４
６
５
円
は
、
ま
ち
の
貯

金
（
基
金
）
を
取
り
崩
し
て
収
入

と
し
た
も
の
で
、
実
質
赤
字
と

な
っ
て
い
る
部
分
の
補
て
ん
に
あ

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

財
源
を
性
質
別
に
見
る
と
、
ま

ち
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
自
主

財
源
（
町
税
や
施
設
使
用
料
な
ど
）

は
８
億
４
６
３
６
万
１
８
５
１
円

（
歳
入
全
体
の
約　

㌫
）、
国
や

２５

県
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
金
額
や

割
り
当
て
ら
れ
た
金
額
を
収
入
に

す
る
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、

町
債
、
県
支
出
金
な
ど
）
が　

億
２５

１
５
６
９
万
６
７
０
７
円
（
歳
入

全
体
の
約　

㌫
）
と
な
り
、
歳
入

７５

の
う
ち
４
分
の
３
は
依
存
財
源
に

頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

その他※２

　地方譲与税

　利子割交付金

　配当割交付金

　株式等譲渡所得割交付金

　地方消費税交付金

　自動車取得税交付金

　地方特例交付金

　交通安全対策特別交付金

町税
繰入金
２億４,７２８万８,９６１円

諸収入
１億３,３６２万４,５８４円

その他※１
町債
３億３７３万４,８５０円

国庫支出金
１億３,１９６万４,０２０円

その他※２
１億２,７４８万２,０００円

その他※１

　分担金及び負担金

　使用料及び手数料

　財産収入・寄付金

　繰越金
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６
つ
の
特
別
会
計
の
状
況

 　

一
般
会
計
と
は
別
に
運
営
す
る

６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
に
医
療
給
付
を
行

う
老
人
保
健
特
別
会
計
、
要
介
護

認
定
者
へ
の
給
付
な
ど
を
行
う
介

護
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
の
６
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
決

算
状
況
は
別
表
１
の
と
お
り
で
す

が
、
６
会
計
を
合
わ
せ
る
と
歳
入

総
額
が　

億
１
６
０
９
万
６
０
５

２２

６
円
、
歳
出
総
額
が　

億
７
９
５

２１

３
万
３
２
１
８
円
と
な
っ
て
お
り
、

一
般
会
計
の
決
算
額
と
比
較
し
て

も
そ
の
額
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
す
。

　

こ
の
６
会
計
に
も
、
国
の
基
準

や
ま
ち
の
考
え
方
で
一
般
会
計
か

ら
お
金
を
繰
出
し
て
い
ま
す
（
別

表
２
）。
簡
単
に
言
え
ば
、
繰
出

金
が
減
れ
ば
ま
ち
の
一
般
会
計
の

負
担
も
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
平
成　

年
度
に
下
水
道
使

１８

用
料
の
平
均　

㌫

引
き
上
げ
を

３２

行
っ
た
の
も
、
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
が
事
業
に
よ
る
借
入
金

の
返
済
（
公
債
費
）
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

が
増
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
現
在
、

未
加
入
世
帯
の
加
入
促
進
な
ど
を

進
め
て
い
る
の
も
、
こ
の
繰
出
金

を
下
げ
る
た
め
の
施
策
の
一
つ
で

す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人

保
健
、
介
護
保
険
の
各
特
別
会
計

は
医
療
費
な
ど
の
給
付
費
で
す
。

医
療
費
な
ど
が
増
え
る
ほ
ど
こ
の

３
会
計
の
歳
出
･
歳
入
額
が
増
え
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
も
増
え

る
の
で
、
医
療
費
な
ど
を
い
か
に

抑
え
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
こ

の
た
め
、
各
集
落
で
ぽ
か
ぽ
か
教

室
な
ど
を
開
き
、
病
気
や
要
介
護

状
態
を
予
防
す
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

歳入歳出

差  引  額
歳出決算歳入決算会      計      名

      １１８,５２８   ３,２４３,５３０   ３,３６２,０５９一   般   会   計

 　  １０,５４１      ３９６,７６４      ４０７,３０５ 国民健康保険
 
特   
別   
会   
計 

         　０      ７９５,９９３      ７９５,９９３ 老人保健

      ２４,５２２      ４９７,７８２      ５２２,３０３ 介護保険

 　   １,５００　   ２０５,６７２　   ２０７,１７２ 簡易水道

    　０      ２２０,７４４      ２２０,７４４ 公共下水道事業

         　０    　６２,５７９    　６２,５７９ 農業集落排水事業

歳
出
で
は
借
金
返
済
に
あ
た
る

公
債
費
が
ト
ッ
プ
に

 　

一
般
会
計
の
歳
出
で
は
、
全
体

に
占
め
る
割
合
の
多
い
順
で
見
る

と
、
ま
ち
が
借
金
を
し
て
事
業
を

行
っ
た
町
債
の
返
済
金
の
公
債
費

が
７
億
６
９
４
万
２
８
４
７
円

（
全
体
の　

・
８
㌫
）、
人
件
費
や

２１

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金

な
ど
の
全
体
的
な
管
理
事
務
に
使

わ
れ
た
総
務
費
が
６
億
３
０
７
６

万
２
４
０
８
円
（
全
体
の　

・
４

１９

㌫
）、
福
祉
や
介
護
、
保
育
所
運
営

な
ど
に
使
わ
れ
た
民
生
費
が
５
億

１
８
４
９
万
５
５
５
２
円
（
全
体

の　

㌫
）、
保
健
事
業
や
日
野
病

１６
院
の
経
営
負
担
な
ど
に
使
っ
た
衛

生
費
が
４
億
１
３
２
３
万
５
８
７

０
円
（
全
体
の　

･
７
㌫
）、
町
道

１２

改
良
・
整
備
、
除
雪
な
ど
に
使
っ

た
土
木
費
が
３
億
１
０
５
２
万
７

０
６
７
円
（
全
体
の
９
･
６
㌫
）

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

繰入金
（単位：千円）

会計名

２８,６２３ 国民健康保険
     ５４,３４６ 老人保健
   ６６,４３４ 介護保険
   ４１,４８８ 簡易水道
　１１６,２７９ 公共下水道事業
  ５３,２５０ 農業集落排水事業
   ３６０,４２０合　計

■別表２ : 一般会計からの繰入金

（単位：千円）■別表１　会計別決算の状況

公債費
７億６９４万２,８４７円

総務費

民生費
５億１,８４９万５,５５２円

衛生費
４億１,３２３万５,８７０円

土木費
３億１,０５２万７,０６７円

農林水産業費
２億６,６３０万１,２２０円

教育費

議会費
５,９４５万２,２６５円

災害復旧費
５,４４９万７,４４８円

商工費
４,４８１万１,６１９円

消防費
１,４７７万９,８６７円
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概要
金額

（単位：千円）
事業名

路線バス運行維持経費、町営バス購入費など５３,９６０バス運行対策

身体 ･知的障害者施設入 ･通所の支援など６９,３５７障害者施設訓練等支援

特別医療費受給資格者の医療費の自己負担分の助成２６,８３８特別医療費助成

日野病院の運営支援１８５,９５１日野病院組合助成

老人の生活習慣病予防、要介護状態の予防など１３,３１６老人保健

合併処理浄化槽設置への補助１３,７６３合併処理浄化槽設置整備事業

集落の農地保全活動への交付金４３,５１６中山間地域等直接支払

森林整備地域活動への交付金２５,０３６森林整備地域活性化事業

宝仏山線開設に伴う負担金など３,３７７広域基幹林道宝仏山線

サワガニ養殖への補助など９００水産振興

通学路 ､ 町道などの除雪１８,４９８除雪

町道渡線道路整備８０,００３町道渡線緊急地方道路整備事業

町道濁谷線 ､別所線の災害復旧工事３２,１６６災害復旧事業

地域指導主事設置負担金１,０００地域指導主事設置

おしどり学園の開催４４８高齢者教育

小中学校３０人学級実施協力金２,０００少人数学級等設置

平成１７年度一般会計の主な事業の実施状況

　

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出
の

差
引
額
約
１
億
１
８
５
３
万
円

は
、
全
額
を
平
成　

年
度
予
算
に

１８

繰
り
越
し
、
平
成　

年
度
当
初
に

１８

２
億
５
１
９
９
万
円
不
足
し
て

い
る
財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
７
月
豪
雨
の

災
害
復
旧
費
や
、
日
野
病
院
へ
の

負
担
金
な
ど
を
９
月
議
会
で
補

正
予
算
に
計
上
、
新
た
に
支
出
す

る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
実
際
に

は
現
時
点
で
約
２
億
円
の
歳
入

が
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

昨
年
の
住
民
説
明
会
や
広
報

ひ
の
な
ど
で
お
示
し
し
て
い
る

と
お
り
、
現
在
ま
ち
で
は
各
種
事

業
に
か
か
っ
た
借
金
の
返
済
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
な
ど
で
、
深
刻

な
財
政
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
決
算
か
ら
は
当
分

１８

の
間
、
数
億
円
の
赤
字
が
生
じ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
赤
字
の
解
消
の
た

め
、
人
件
費
を
町
長
が
約　

㌫
、

３０

助
役
が
約　

㌫
、
教
育
長
が
約

１２

９
・
７
㌫
、
職
員
が
平
均　

㌫
削

１０

減
し
、
議
員
、
教
育
委
員
、
農
業

委
員
の
報
酬
も
減
額
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
種
団
体
へ
の
補

助
金
や
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

徹
底
し
て
支
出
を
抑
え
て
い
ま

す
。

　

ま
ち
の
収
入
の
面
で
も
、
固
定

資
産
税
率
や
公
共
下
水
道
・
農
業

集
落
排
水
使
用
料
の
引
き
上
げ

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
負
担

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
施
設
の
使
用
料
減
免
基
準
の

改
定
や
町
営
駐
車
場
の
有
料
化
、

町
営
バ
ス
の
運
賃
収
入
な
ど
、
ま

ち
の
財
源
確
保
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
少
し
で
も
早
く
赤

字
を
解
消
す
る
た
め
、
今
後
と
も

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

平
成　

年
度
予
算
の
現
在
の
状
況

１８

赤
字
解
消
へ
向
け
て
皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い
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■
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度

額
を
一
部
引
き
上
げ

　　

医
療
機
関
で
支
払
う
自
己
負
担

額
の
合
計
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
高
額

医
療
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、　

歳
未
満

７０

の
人
は
左
の
表
の
よ
う
に
限
度
額

が
一
部
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
人
工
透
析
を
要
す
る
上
位
所
得
者

の
自
己
負
担
限
度
額
を
引
き
上
げ

 　

高
額
の
治
療
を
長
期
間
続
け
て

行
う
必
要
が
あ
る
病
気
の
場
合
、

1
か
月
の
自
己
負
担
額
は
１
万
円

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慢

性
腎
不
全
で
人
工
透
析
を
要
す
る

上
位
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
額
が
１
万
円
か
ら
２
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

１０月１日から９月３０日まで区分

８０,１００円＋
医療費が２６７,０００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（４４,４００円）

７２,３００円＋
医療費が２４１,０００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（４０,２００円）※２

一般

１５０,０００円＋
医療費が５００,０００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（８３,４００円）

１３９,８００円＋
医療費が４６６,０００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（７７,７００円）

上位所得

者 ※１

３５,４００円
（２４,６００円）

３５,４００円
（２４,６００円）

住民税

非課税世帯

自己負担限度額（月額）
　

歳
未
満
の
人
は
…

７０

※１　基礎控除後の総所得金額などが６００万円を越える世帯
※２　（　　）内の額は、過去１２か月間に一つの世帯での支給が４
回以上あった場合の４回目以降の限度額

■
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人

の
自
己
負
担
割
合
を
引
き
上
げ

　　
　

歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健

７０
で
医
療
を
受
け
る
人
の
う
ち
、
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
医

療
機
関
に
支
払
う
自
己
負
担
割

合
が
２
割
か
ら
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。

■
高
額
療
養
費
（
高
額
医
療
費
）

の
自
己
負
担
限
度
額
を
一
部
引

き
上
げ

 　　

医
療
機
関
で
支
払
っ
た
自
己

負
担
額
の
合
計
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ

る
と
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
は
高
額
医
療
費
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正
に

よ
り
、　

歳
以
上
ま
た
は
老
人
保

７０

健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
下
の

表
の
よ
う
に
限
度
額
が
一
部
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

歳
以
上
の
人
は
…

７０

１０月１日から９月３０日まで
区分 外来＋入院

（世帯単位）
外来

（個人単位）
外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人単位）

４４,４００円１２,０００円４０,２００円１２,０００円一般

８１,１００円＋
医療費が２６７,０００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（４４,４００円）

４４,４００円

７２,３００円＋
医療費が３６１,５００円を超
えた場合は、超えた分の
１％を加算
（４０,２００円）※４

４０,２００円現役並み所得者 ※３

２４,６００円
８,０００円

２４,６００円
８,０００円

低所得者Ⅱ※５

１５,０００円１５,０００円低所得者Ⅰ※６

自己負担限度額（月額）

※３　同一世帯に課税所得が１４５万円以上の７０歳以上の国保被保険者または老人保健で医療を受ける国保被保険者がいる
　　　人など（くわしくはおたずねください）
※４　（　　）内の額は、過去１年間に一つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額
※５　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯全員）が住民税非課税の人
※６　同一世帯の世帯主および国保被保険者（老人保健で医療を受ける人の場合は世帯全員）が住民税非課税で、その世
　　　帯の各所得が必要経費を差し引いたとき０円になる人。

■療養病床に入院する場合の食費 ･居住費の負担が変わりました

　療養病床に入院する７０歳以上の人は、これまで食材料費相当のみを負担してい

ましたが、今回の改正で食費と居住費を負担することになりました。くわしくは

おたずねください。

お問合せ　役場 健康福祉課（電話７２-０３３４）

■出産育児一時金が変わりました

　被保険者が出産したときに受けられる出産

育児一時金の支給額が、１児につき３００,０００円

から３５０,０００円に引き上げられました。
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平
成　

年
４
月
か
ら
障
害
者

１８

自
立
支
援
法
の
一
部
が
施
行
さ

れ
、
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
の
見

直
し
（
１
割
の
定
率
負
担
と
所
得

に
応
じ
た
上
限
月
額
の
設
定
）
や
、

自
立
支
援
医
療
費
の
給
付
が
始

ま
り
、
ま
た　

月
か
ら
は
サ
ー
ビ

１０

ス
体
系
（
種
類
）
の
見
直
し
や
地

域
生
活
支
援
事
業
の
開
始
な
ど
、

新
し
い
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
。

１０月からの主な改正点
 

①新しいサービス体系による自立支援給付が
始まりました
　日常生活に必要な介護等を受けられる「介護給
付」と、自立生活に必要な訓練等を行う「訓練等給
付」があり、在宅で訪問などを受けたりする「訪問
系」サービスや、施設等に通所し利用する「日中活
動系」サービス、施設等に入所する住まいの場とし
ての「居住系」サービスがあります。

サービス内容サービス名種　類区分
自宅で入浴・排せつ・食事の介護などを行います。居宅介護

介護給付

訪
問
系
･
そ
の
他

重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で入浴・排せつ・食事の介
護、外出時における移動支援などを総合的に行います。

重度訪問介護

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避するために必要な
支援・外出支援を行います。

行動援護

障害児に、日常生活での基本的な動作の指導、集団生活への適応訓練等を行います。児童デイサービス
自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で入浴・排せつ・
食事の介護などを行います。短期入所

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括的に行います。重度障害者等包括支援
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練・療養上の管理・看護・介
護および日常生活の世話を行います。療養介護

介護給付

日
中
活
動
系

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うとともに、
創作的活動又は生産活動の機会を提供します。生活介護

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は生活能力
の向上のために必要な訓練を行います。自立訓練

訓練等給付
一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び能力の向上
のために必要な訓練を行います。就労移行支援

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及び能力の向上
のために必要な訓練を行います。就労継続支援

夜間や休日に共同生活を行う住居で、入浴・排せつ・食事の介護などを行います。
共同生活介護
（ケアホーム）介護給付居

住
系

施設に入所する人に、夜間や休日に入浴・排せつ・食事の介護などを行います。施設入所支援

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。
共同生活介護
（グループホーム）

訓練等給付

②補装具制度の仕組みが変わりました
　■対象となる補装具の種類の見直し：ストマ用装具等が「日常生活用具給付等事業」へ移行します。

　■利用者負担の見直し：１割の定率負担と所得に応じた上限月額を設定します。

　■支給の仕組みが、これまでの現物給付から補装具費（購入費等）を支給する仕組みとなります。
　

③地域生活支援事業が始まりました
　地域生活支援事業は、１０月から始まった、地域の実情に応じて市町村や都道府県が行う事業です。

　まちでは次の事業に取り組みます。

委託先など利用者負担サービス内容事業名など
すてっぷ、まちくら、
翼、もみの木園、境
港通勤寮

無料
障害者等からの相談に応じ、必要な情報の提供や助言を行います。町

の窓口のほか、町が委託している相談支援事業者でも相談に応じます。
相談支援事業

ＮＰＯ法人ふくろう同上聴覚障害のある方へ、手話通訳者等の派遣を行います。
コミュニケーション
支援事業

１割の定率負担
と所得に応じた
上限額を設定

重度障害者等に日常生活を便利にする用具の給付等を行います。
これまでの制度との変更点：①対象となる用具の見直し、②利用者負担
の見直し…補装具の例による

日常生活用具給付
等事業

居宅介護事業者など同上
屋外での移動が困難な障害者等について、社会参加等に必要な外出時の
移動を支援します。

移動支援事業

同上同上
障害者等の日中における活動の場を確保し、家族の就労支援・一時的な
休息を目的とします。

日中一時支援事業

お問合せ　役場 健康福祉課（電話７２-０３３４）
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白熱したプレーが続く

　

９
月　

日
、
総
合
型
地
域
ス

１３

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー
ツ

（
森
田
勝
彦
会
長
）
主
催
の
第
２

回
夜
間
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
の
開
会
式
が
日
野
中
学
校
体
育

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
職
場
や
地
域
で
結
成

さ
れ
た　

チ
ー
ム
が
参
加
、　

月

１０

１１

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
に
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

※
試
合
結
果
は
後
日
掲
載
し
ま
す
。

歓
声
が
コ
ー
ト
に
響
く

住民総出で水路をきれいに

　

９
月　

日
、
全
町
一
斉
ク
リ
ー

１７

ン
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
き
れ
い
な
環
境
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
自
治
会
単
位
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
も
多
く
の

自
治
会
が
参
加
、
各
地
域
の
清
掃

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
台
風　

号
が
接
近

１３

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
水
路
の

点
検
や
清
掃
な
ど
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る

懸命にボールを追う

　

９
月　

日
、
第　

回
日
野
カ
ッ

１８

２１

プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
根
雨
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
）
が
根
雨
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
県
西
部
の
６
つ
の
少

年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
出
場
、
Ａ
・

Ｂ
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ

戦
と
決
勝
戦
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
ち
か
ら
は
根
雨
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
出
場
、
健
闘
の
結
果
第
５

位
に
な
り
ま
し
た
。

根
雨
イ
レ
ブ
ン
健
闘

ドライバーに安全運転を呼びかけ

　

事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
身
を
守
る　

夜
道
に
く
っ
き
り　

反
射
材
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
９
月　

日
か
ら

２１

　

日
ま
で
の　

日
間
、
秋
の
全
国

３０

１０

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
で
は
、　

日
に
サ
ン
プ
ラ

２１

ザ
と
丸
合
前
で
、
交
通
安
全
関
係

者
ら
に
よ
る
街
頭
広
報
活
動
が
行

わ
れ
、
訪
れ
た
買
い
物
客
に
チ
ラ

シ
と
記
念
品
を
渡
し
な
が
ら
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

買
い
物
客
に
呼
び
か
け
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雨模様の中でも抽選会には多くの人出が

　
　

月
１
日
、
滝
山
公
園
紅
葉
マ

１０
ツ
タ
ケ
ま
つ
り
（
滝
山
公
園
イ
ベ

ン
ト
実
行
委
員
会
主
催
）
が
滝
山

公
園
（
中
菅
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
広
場
に
は
、
町
内
外
か

ら
約
９
０
０
人
が
集
ま
り
、
大
抽

選
会
な
ど
の
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
が
当

た
る
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
ほ
か
、

地
元
の
特
産
品
な
ど
の
バ
ザ
ー

「
青
空
市
」
も
開
か
れ
、
土
産
品
な

ど
を
買
い
求
め
る
客
ら
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

賞
品
に
マ
ツ
タ
ケ
ど
っ
さ
り

現在は鳥取大学医学部で学んでいるヘシャムさん

　

日
野
国
際
交
流
協
会
（
小
谷
博

徳
会
長
）
主
催
の
講
演
会
が
、　

月
１０

３
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３０

　

今
回
は
、
講
師
に
エ
ジ
プ
ト
人

留
学
生
、
モ
ン
タ
セ
ル
・
ヘ
シ
ャ
ム

さ
ん
を
迎
え
、「
エ
ジ
プ
ト
っ
て
ど

ん
な
国
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ヘ
シ
ャ
ム
さ
ん
は
、
エ
ジ
プ
ト

の
文
化
や
食
べ
物
、
言
葉
な
ど
の

解
説
や
、「
首
都
の
カ
イ
ロ
も
好
き

で
す
が
、
日
本
も
静
か
で
暮
ら
し

や
す
い
」
な
ど
日
本
で
の
生
活
の

話
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

エ
ジ
プ
ト
っ
て
こ
ん
な
国

高所作業もお手のもの

　
　

月
６
日
、
根
雨
神
社
の
樹
木

１０
の
せ
ん
定
・
伐
採
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
神
社
横
の
町
道
に
か

か
っ
て
い
る
枝
が
交
通
の
支
障
に

な
り
、
ま
た
、
降
雪
時
に
は
雪
が

ず
り
落
ち
て
く
る
危
険
性
が
あ
る

た
め
、
㈱
中
電
工
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
で
行
っ
た
も
の
。
中
電
工

の
作
業
員
ら
は
、
ク
レ
ー
ン
車
を

使
っ
て
町
道
に
せ
り
出
し
て
い
る

部
分
の
枝
を
伐
採
し
ま
し
た
。

神
社
の
周
り
が
ス
ッ
キ
リ
！

表彰式では元気邑の取組みを発表

　

平
成　

年
度
豊
か
な
む
ら
づ
く

１８

り
表
彰
式
が
中
国
四
国
農
政
局

（
岡
山
市
）
で
開
か
れ
、
菅
福
元
気

村
（
青
砥
昭
雄
代
表
）
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
農
業
な
ど
を
中

心
と
し
た
む
ら
づ
く
り
活
動
の
成

果
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
菅
福
元

気
邑
は
、
菅
福
食
文
化
伝
承
館
を

拠
点
と
し
た
生
産
活
動
、
都
市
住

民
と
の
交
流
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

元
気
な
む
ら
づ
く
り
を
表
彰　屋根瓦に敷く薄い木の板、

コアを３０年以上作り続け

ているコア職人の中村庸一

さん（三谷）が、平成１８年

度の「森の名手・名人１００

人」に選ばれました。

　「森の名手 ･名人」は、

（社）国土緑化推進機構が、

森の文化伝承に貢献する人

を認定する制度で、中村さ

んは県西部で初めての森の

名手・名人となります。

中
村
庸
一
さ
ん
、「
森
の
名
手
・

名
人
」
に
選
ば
れ
る

「広報ひの 平成１６年
１０月号」で中村さん夫
妻を取材
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■
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
行
い
ま
す

対
象
者　

①
満　

歳
以
上
の
人

６５

②　

歳
か
ら　

歳
で
、
心
臓
、
じ

６０

６４

ん
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生

活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
害
が
あ
る
人
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
害
が
あ
る
人
。

（
こ
れ
ら
の
障
害
に
よ
り
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
同
程

度
と
判
断
さ
れ
る
人
）

※
①
、
②
の
対
象
者
が
、
自
ら
の

意
志
で
接
種
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

接
種
期
間　
　

月　

日
（
月
）
～

１０

２３

　

月　

日
（
日
）

１２

３１

費
用　

３
５
０
０
円
（
う
ち
自
己

負
担
１
０
０
０
円
）

※
対
象
者
に
該
当
し
な
い
場
合

は
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
接
種

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保

護
世
帯
は
無
料

接
種
方
法　

協
力
医
療
機
関
（
日

野
病
院
、
松
田
医
院
、
ほ
か
西
部

市
町
村
の
委
託
医
療
機
関
）
で
１

回
接
種

申
込
先　

役
場
健
康
福
祉
課
（
電

話　

‐
０
３
３
４
）

７２
■
戦
争
体
験
手
記
を
募
集

　

県
総
務
部
総
務
課
県
史
編
さ

ん
室
で
は
、
過
去
の
歩
み
を
記
録

し
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た

め
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
太
平
洋
戦

争
に
つ
い
て
の
体
験
（
昭
和　

年
１０

代
～　

年
代
頃
）
の
手
記
を
募
集

４０

し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

特
に
限
定
な
し
（
例

＝
召
集
令
状
、
従
軍
経
験
、
勤
労

動
員
、
疎
開
経
験
、
被
爆
、
慰
問

袋
、
配
給
、
敗
戦
の
日
、
食
糧
難
、

復
員
、
引
き
揚
げ
、
遺
族
と
し
て

の
戦
後
な
ど
）

※
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
本
人
が
執
筆
で
き
な

い
場
合
な
ど
、
家
族
の
代
筆
や
口

述
筆
記
に
基
づ
く
原
稿
も
受
け

付
け
ま
す
。

応
募
要
件　

鳥
取
県
在
住
者
ま

た
は
鳥
取
県
に
関
係
の
あ
る
人

応
募
内
容　

４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙　

枚
以
内
（
ま
た
は
同
量

１０

の
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
）

応
募
方
法　

応
募
作
品
に
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
連
絡
先
を
明

記
し
、
平
成　

年
１
月　

日
（
月
）

１９

１５

ま
で
に
、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
匿

名
で
の
応
募
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
応
募
作
品
の
取
扱
い　

応
募
作

品
の
中
か
ら
「
鳥
取
県
史
料　

現

代　

県
民
の
手
記
編
（
仮
称
）」

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
応
募

者
に
帰
属
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募

作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
先
・
問
合
せ　

〒
６
８
０
‐

８
５
７
０　

鳥
取
市
東
町
１
‐
２

２
０　

鳥
取
県
総
務
部
総
務
課

県
史
編
さ
ん
室
（
電
話
０
８
５

７
‐　

‐
７
６
３
２
）

２６

電
子
メ
ー
ル　

日　時　１１月１１日（土）午前１０時～午前１１時３０分まで
場　所　出雲街道根雨宿一番館前（根雨）

販売品　野　菜（ねぎ）

　　　　加工品（みそ、豆腐、ケチャップ、ブルーベリージャム）

　　　　草　花（パンジー、ビオラ、ハボタン）

問合せ　日野高等学校　

　　　　担当　農業科 西村、藤原

（電話７２‐０３６５）

１１月の販売を担当します。

よろしくお願いします！

商品紹介②
  

　日野高校で作った「手造りみそ」は、国
産大豆１００㌫！
　安全・安心・無添加の味を、ぜひお試し
ください。
　価格は、１㌔袋＝４００円、
　　　　　３㌔樽＝１,４００円
※お買い上げ後は冷蔵庫での保存をお願

いします。

soumu@pref.tottori.jp
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　樹木は、木材や紙など、私たちの生活を豊かに

すると同時に、環境破壊を防ぐ役割もあります。

そんな樹木の状況を診断し、その命を守り育てる

のが「樹木医」と呼ばれる人たちです。

　中菅の坪倉敏さんは、昨年（財）日本緑化セン

ターから樹木医の認定を受けました。坪倉さんは

現在、県西部町村でただ一人の樹木医です。そん

な坪倉さんにお話をうかがいました。

■出身地

　宮崎県の日南市です。今は日南町で森林環境指

導員として勤務しているので、これも何かの縁と

感じています。

■日野町に住むきっかけ

　妻の実家が日南町で、平成１２年に当時住んでい

た大阪から生山に移り住み、翌年中菅に引っ越し

てきました。日野町は滝山、鵜の池など多くの自

然が残っていますね。まちの人も楽しい人が多く、

また地域の行事などにも声をかけてくださってう

れしく思っています。

■樹木医を志した理由

　今まで林業に携わった仕事をしてきたので、今

までの経験を活かしたいと思い受験しました。

■木の魅力とは？

　木は、人間の寿命からすればはるかに長く生き

ており、そのうえ切られて木材となっても、さら

にその命は長く続いていく。そんなところに魅力

を感じます。また、木には地球温暖化などを防ぐ

役割もあります。そんな木の命を守っていきたい

と思っています。

■樹木医の仕事は？

　先日、天然記念物の船通山のイチイの木の新芽

の大きさや樹齢などの樹勢を診断しました。また、

江府町の七色ガシの樹勢診断も依頼されています。

■樹木医としてのこれからの目標

　地域に昔から伝わる巨木や古木を大事にしてい

きたいと思っています。また、今住んでいる日野

町のためにも何か役に立つことができればいいで

すね。

ありがとうございました！

１１月は、町ごみ分別収集
推進強化月間です

　ごみ処理には、収集運搬や三町衛生施設

組合、西部広域行政組合への負担金など多

額の費用がかかっています。これらは、住

民のみなさんの貴重な税金でまかなわれて

います。

　ごみを減らすための工夫とごみ分別を推

進しましょう。町では、１１月を「ごみ分別

収集推進強化月間」として、ごみに関する

相談事業やごみステーションの見回りなど

を行います。また、ごみ減量化などのアイ

デアもお寄せください。
 

問合せ　役場産業振興課（電話７２‐２１０１）

Vol.１２

樹
木
医

坪
倉　

敏
さ
ん
（
中
菅
）

　　

福
田
和
也
教
育
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、　

月
４
日

１０

付
で
山
本
武
史
氏
（
下
黒
坂
）

が
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

 　

ま
た
、
委
員
長
に
は
、
委
員

の
互
選
に
よ
り
生
田
英
明
教

育
委
員
（
根
雨
）
が
就
任
し
ま

し
た
。

　

役
場
２
階
に
設
置
し
て
い
た
教
育
委
員
会
事
務
局
を
、　

月　

日

１０

１０

か
ら
役
場
１
階
産
業
振
興
課
の
隣
に
移
動
し
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

生田英明氏 山本武史氏
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第
２
回
公
民
館
運
営
審
議
会

 　

９
月　

日
に
町
公
民
館
で
、
新

２７

委
員
に
よ
る
第
２
回
公
民
館
運
営

審
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、

会
長
に
柴
田
滋
さ
ん
、
副
会
長
に

柴
原
保
明
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成　

年
度
の
事

１７

業
と
平
成　

年
度
事
業
計
画
に
つ

１８

い
て
報
告
、
審
議
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
報
告
で
は
、

１７

お
し
ど
り
学
園
、
地
域
子
ど
も
教

室
（
町
公
民
館
共
催
）、
公
民
館
ま

つ
り
、
小
学
生
ふ
る
さ
と
教
室
、

公
民
館
ロ
ビ
ー
展
な
ど
の
事
業
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
事
業
計
画
で
は
、

１８

新
規
事
業
と
し
て
、
町
内
の
小
学

校
を
交
互
に
毎
週
水
曜
日
に
訪
問

し
、
下
校
時
の
バ
ス
待
ち
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
安

全
を
地
域
の
人
と
一
緒
に
な
っ
て

見
守
る
「
お
で
か
け
隊
」
の
計
画
、

そ
の
他
の
事
業
は
、
今
年
度
も
お

し
ど
り
学
園
、
地
域
子
ど
も
教
室

（
町
公
民
館
共
催
）、
公
民
館
ま

つ
り
、
小
学
生
ふ
る
さ
と
教
室
、

公
民
館
ロ
ビ
ー
展
、
意
見
交
換
会

な
ど
の
事
業
を
計
画
し
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
地
域
子
ど
も

教
室
（
町
公
民
館
共
催
）
の
内
容

は
単
発
的
な
も
の
が
多
い
。
文
化

伝
承
な
ど
の
人
を
育
て
る
事
業
を

継
続
し
て
お
こ
な
っ
た
が
よ
い
」、

「
こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
増
え
る

の
で
、
公
民
館
に
来
て
い
た
だ
く

の
で
は
な
く
、
地
域
に
出
か
け
る

よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
」
な
ど
の

意
見
が
出
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
第
６
回
お
し
ど
り

１５

学
園
を
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は

江
府
消
防
署
員
の
参
加
の
も
と
、

火
災
発
生
を
想
定
し
た
総
合
訓
練

で
、
公
民
館
内
の
調
理
実
習
室
か

ら
火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、

非
常
ベ
ル
の
合
図
に
よ
り
、
職
員

の
館
内
放
送
、
通
報
、
点
検
な
ど
、

学
園
生
は
２
階
講
堂
の
非
常
階
段

と
館
内
の
階
段
の
二
手
に
わ
か
れ

て
、
職
員
の
避
難
誘
導
に
従
い
、

落
ち
着
い
て
公
民
館
駐
車
場
に
避

難
し
ま
し
た
。

　

避
難
の
後
、
江
府
消
防
署
員
の

指
導
に
よ
り
駐
車
場
で
粉
末
消
火

器
を
使
っ
て
消
火
訓
練
を
し
、
学

園
生
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
消
火
訓
練
後
は
、
講
堂

で
江
府
消
防
署
員
に
よ
る
防
火
な

ど
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
大
き

な
建
物
に
入
っ
た
ら
最
初
に
非
常

口
の
位
置
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
、

さ
ら
に
平
成　

年
６
月
１
日
か
ら

１８法律
改
正
な
ど
に
よ

り
新
築
住
宅
に
火
災

警
報
器
等
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
（
既

存
住
宅
は
平
成　

年
２３

５
月　

日
ま
で
）
の
で
、

３１

悪
質
な
訪
問
販
売
に

注
意
し
て
ほ
し
い
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
を
購
入
さ

れ
る
際
は
、
日
本
消

防
検
定
協
会
の
『
鑑
定

マ
ー
ク
の
Ｎ
Ｓ
』
が
つ

い
た
物
を
購
入
さ
れ

る
際
の
目
安
に
し
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

お
し
ど
り
学
園
で
総
合
訓
練

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ
わ
や
か
運
動

　
「
身
だ
し
な
み
を
整
え
、
社
会

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
を
通
じ
て
高
校
生
の
規
範
意

識
の
育
成
」
を
目
的
と
し
て
、
９

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
期
間
、

１９

２２

日
野
高
校
と
町
青
少
年
育
成
会

の
関
係
者
（
総
数　

人
）
が
通
学

３５

中
の
高
校
生
に
、
根
雨
駅
前
で
あ

い
さ
つ
運
動
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
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詳
し
い
内
容
等
は
学
校
等
を
通
じ

て
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
 

■　

月　

日
（
火
）

１０

２４

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑩
（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
土
）

１０

２８

ア
ジ
ゴ
釣
り
大
会
（
境
港
市
）

 

■　

月
４
日
（
土
）

１１
昔
の
お
も
ち
ゃ
づ
く
り（
黒
坂
小
）

 

■　

月　

日
（
火
）

１１

１４

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑪
（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
土
）

１１

１８

昔
の
遊
び
（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
金
）

１１

２４

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
り
①
（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
土
）

１１

２５

子
ど
も
お
菓
子
作
り
教
室
（
町
公
民
館
）

　

■　

月　

日
（
日
）

１１

２６

子
ど
も
七
宝
焼
教
室（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
日
）

１１

２６

子
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
室
（
町
公
民
館
）

 

■　

月　

日
（
火
）

１１

２８

子
ど
も
英
会
話
教
室
⑫
（
町
公
民
館
）

  

●　

月　

日
（
火
）

１０

２４

太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

　

●　

月　

日
、　

月
１
日

１０

２５

１１

夜
間
リ
ー
グ
バ
レ
ー
大
会
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●　

月　

日
（
木
）

１０

２６

健
康
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●　

月　

日
（
金
）

１０

２７

ゴ
ル
フ
教
室
（
日
野
高
校
黒
坂
校
舎
）

 

●　

月
２
日
（
木
）

１１
健
康
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●　

月
４
日
（
土
）

１１
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
ジ
ュ
ニ
ア
）

（
日
野
中
体
育
館
）

　

●　

月
７
日
、　

日
、　

日
、　

日

１１

１０

１７

２１

夜
間
リ
ー
グ
卓
球
大
会
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●　

月
８
日
（
水
）

１１
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
（
日
野
中
体
育
館
）

 　

●　

月　

日
（
月
）

１１

１３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●　

月　

日
（
火
）

１１

１４

太
極
拳
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●　

月　

日
（
水
）

１１

１５

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル
（
日
野
中
体
育
館
）

 

●　

月　

日
（
木
）

１１

１６

健
康
教
室
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

 

●　

月　

日
（
土
）

１１

１８

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室（
ジ
ュ
ニ
ア
）

（
日
野
中
体
育
館
）

地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会　

会
員
募
集

 　

徒
歩
の
人
も
歓
迎
！

 　

地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
（
会
員
数　

人
）

２５

で
は
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
、
会
員
が
青
色
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
自
主
的
に
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徒
歩
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
申
込
み
は
協
議
会
事

務
局
（
町
公
民
館
）
ま
で
。

 

日時　１１月２４日（金）９：００～１２：３０

場所　町公民館

内容　■一般教養講座　「薬と健康について」

　　　　講師：おしどり調剤薬局　宇田勲氏

　　　■グループ専門講座

公民館ロビー展

　

町洋画グループによる油絵で描いた洋画展を開

いています。どうぞご覧下さい。

（展示時間＝８：３０～１７：３０）

※町公民館では、グループや個人の絵画、写真、

手芸などの作品展示を企画していますので、出

品希望がありましたらご連絡ください。

（　

月　

日
ま
で
）

１１

１７

 

日　時　１１月２４日（金）～２６日（日）
　　　　８：３０～１７:３０（最終日は１５:００まで）
場　所　町公民館
内　容　各種教室、もちつき ･ぜんざい販売、
　　　　作品展示など
その他　公民館グループ以外の団体･個人の展示 ス
　　　　  ペースも若干あります。希望される場合は 
　　　　  １０月２５日（水）までにご相談ください。

第
７
回
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「 
児
童  
虐
待  
防
止  
推
進  
月
間 
」

じ

ど

う
 ぎ
ゃ
く
た
い 
ぼ

う

し
 す
い
し
ん 
げ
っ
か
ん

　　
 
毎
年 　
 
月 
は
「 
児
童  
虐
待  
防
止 

ま
い
と
し 

が
つ 

じ

ど

う
 ぎ
ゃ
く
た
い 
ぼ

う

し

１１

 
推
進  
月
間 
」
で
す
。

す
い
し
ん 
げ
っ
か
ん

　
「 
子 
ど
も
の 
人
権  
専
門  
委
員  
全 

こ 

じ
ん
け
ん 
せ
ん
も
ん 
い

い

ん
 ぜ
ん

 
国  
会
議 
」
か
ら
の
、
子
ど
も
た
ち

こ
く 
か

い

ぎ

の
か
け
が
え
の
な
い 
命 
を 
守 
る

い
の
ち 

ま
も

た
め
『
子
ど
も
た
ち
・ 
保
護
者 
・

ほ

ご

し

ゃ

 
地
域 
の 
皆 
さ
ん
』
に 
宛 
て
た
メ
ッ

ち

い

き
 

み
な 

あ

セ
ー
ジ
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

宛
て
た
も
の
を 
紹
介 
し
ま
す
。

し
ょ
う
か
い

　　
 
近
所 
で 
子 
ど
も
の 
不  
自
然 
な

き
ん
じ
ょ 

こ 

ふ 

し

ぜ

ん

 
泣 
き 
声 
が 
聞 
こ
え
る
と
き
、 
気 
に

な 

ご
え 

き 

き

な
る
子
ど
も
が
い
る
と
き
、
そ
れ

は
「 
虐
待 
」
の 
兆
候 
か
も
し
れ
ま

ぎ
ゃ
く
た
い 

ち
ょ
う
こ
う

せ
ん
。

　
 
気
付 
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

き

づ

す
ぐ
に 
児
童  
相
談
所 
、
子
ど
も 
人 

じ

ど

う
 そ
う
だ
ん
し
ょ 

じ
ん

 
権  
専
門  
委
員 
や
あ
な
た
の
ま
ち

け
ん 
せ
ん
も
ん 
い

い

ん

の
人
権 
擁
護 
委
員
に 
連
絡 
し
て

よ

う

ご
 

れ
ん
ら
く

く
だ
さ
い
。

　

連
絡
し
た 
人 
の 
名
前 
は 
決 
し

ひ
と 

な

ま

え
 

け
っ

て 
明 
ら
か
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
も

あ
き

し
、
虐
待
の 
事
実 
が
な
か
っ
た
と

じ

じ

つ

し
て
も
、 
責
任 
を 
問 
わ
れ
る
こ
と

せ
き
に
ん 

と

は 
一
切 
あ
り
ま
せ
ん
。

い
っ
さ
い

　

児
童
虐
待
は
、
な
に
よ
り 
早
期 

そ

う

き

 
発
見 
が 
重
要 
で
す
。 
地
域 
み
ん

は
っ
け
ん 

じ
ゅ
う
よ
う 

ち

い

き

な
で
、
子
ど
も
た
ち
を 
守 
っ
て
い

ま
も

き
ま
し
ょ
う
。

「 
敬
老 
の 
集 
い
」 
開
催 
！

け
い
ろ
う 

つ
ど 

か
い
さ
い

 　
 
長
年  
社
会 
に 
貢
献 
さ
れ
た
お

な
が
ね
ん 
し
ゃ
か
い 

こ
う
け
ん

 
年
寄 
り
に 
敬
意 
と 
感
謝 
を 
表 
し
、

と

し

よ
 

け

い

い
 

か
ん
し
ゃ 

あ
ら
わ

 
長
寿 
を
お 
祝 
い
し
よ
う
と
、

ち
ょ
う
じ
ゅ 

い
わ

「 
下

榎
  敬
老 
の 
集 
い
」
が　
 
月 

し
も
え
の
き 
け
い
ろ
う 

つ
ど 

が
つ

１０

 
１
日 
、 
老
人  
憩 
の 
家 
で 
開 
か
れ
ま

つ
い
た
ち 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

ひ
ら

し
た
。

　

こ
れ
は
、 
毎
年 

ま
い
と
し 
下

榎
 

し
も
え
の
き 
女
性
部 

じ
ょ
せ
い
ぶ

が
、　

 
歳  
以
上 
の 
方 
を 
対
象 
に
、

さ
い 
い
じ
ょ
う 

か
た 

た
い
し
ょ
う

７５

 
手  
作 
り
の 
料
理 
と 
演
芸 
な
ど
で

て 

づ
く 

り
ょ
う
り 

え
ん
げ
い

お
も
て
な
し
す
る
も
の
で
、 
今
年 

こ

と

し

で
６ 
回  
目 
と
な
り
ま
し
た
。

か
い 

め

　
 
当
日 
は
あ
い
に
く
の 
雨  
模
様 

と
う
じ
つ 

あ
め 
も

よ

う

で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 
方 かた

の 
歌 
や 
踊 
り
、
マ
ジ
ッ
ク
で
の 
催 

う
た 

お
ど 

も
よ
お

し
に
お 
年  
寄 
り
も 
拍
手  
喝
采 
、 
楽 

と
し 

よ 

は
く
し
ゅ 
か
っ
さ
い 

た
の

し
い
ひ
と
と
き
を 
過 
ご
し
ま
し

す

た
。

　

そ
し
て 
最
後 
に
「
ま
だ
ま
だ
お

さ

い

ご

 
元
気 
で 
来
年 
も 
会 
い
ま
し
ょ
う
」

げ

ん

き
 

ら
い
ね
ん 

あ

と 
約
束 
を
し
て
お 
開 
き
に
な
り

や
く
そ
く 

ひ
ら

ま
し
た
。

 
榎 
の 
実  
学
習
会 
で

え 

み 
が
く
し
ゅ
う
か
い

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ 
作 
り

づ
く

 　
 
二  
学
期  
最
初 
の 
学
習
会 
で
、 
白 

に 

が

っ

き
 さ
い
し
ょ 

が
く
し
ゅ
う
か
い 

し
ら

 
玉 
が 
入 
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

た
ま 

は
い

 
作 
り
に 
挑
戦 
し
ま
し
た
。

づ
く 

ち
ょ
う
せ
ん

　

り
ん
ご
や
バ
ナ
ナ
を 
切 
り
、 
果 

き 

く
だ

 
物 
の 
缶
詰 
と
あ
わ
せ
て
、
ゆ
で
た

も
の 

か
ん
づ
め

白
玉 
団
子 
を 
加 
え
て
フ
ル
ー
ツ

だ

ん

ご
 

く
わ

ポ
ン
チ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
 
最
近 
は
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で 
開 
け

さ
い
き
ん 

あ

る
缶
詰
が 
多 
く
、
は
じ
め
は 
缶  
切 

お
お 

か
ん 

き

り
の 
使 
い
方
が
分
か
ら
ず 
四
苦 

つ
か 

し

く

 
八
苦 
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゆ
っ
く

は

っ

く

り
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
い
る
う
ち

に 
上
手 
に 
開 
け
る
こ
と
が
で
き

じ
ょ
う
ず 

あ

ま
し
た
。

　

※
二
学
期
の 
榎 
の 
実  
学
習
会 
は
、

え 

み 

が
く
し
ゅ
う
か
い

 
低
学
年 
は 
地
域 
を 
探
検 
す
る
こ

て
い
が
く
ね
ん 

ち

い

き
 

た
ん
け
ん

と
か
ら 
始 
め
て
、 
中
学
年 
は 
隣
保 

は
じ 

ち
ゅ
う
が
く
ね
ん 

り

ん

ぽ

 
館 
・ 
集
会
所 
の 
活
動  
調 
べ
、
そ
し

か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

か
つ
ど
う 
し
ら

て 
高
学
年 
は 
聞 
き 
取 
り 
活
動 
を

こ
う
が
く
ね
ん 

き 

と 

か
つ
ど
う

 
通 
し
て 
地
区 
学
習
会
の 
意
義 
を

と
お 

ち

く
 

い

ぎ

 
理
解 
し
、 
解
放 
へ
の 
展
望 
を
も
つ

り

か

い
 

か
い
ほ
う 

て
ん
ぼ
う

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
学
習
し

て
い
き
ま
す
。

　

そ
の 
成
果 
は 
解
放  
文
化
祭 
で

せ

い

か
 

か
い
ほ
う 
ぶ
ん
か
さ
い

 
展
示  
発
表 
さ
れ
ま
す
の
で
、 
是
非 

て

ん

じ
 は
っ
ぴ
ょ
う 

ぜ

ひ

ご 
覧 
く
だ
さ
い
。

ら
ん

１１ 月 の 学習講座  予定 
がつ  がくしゅうこうざ よ て い

■ 木工 講座    　７日
もっこう こ う ざ か

   （ 火 ）、１４日 (火 )
か

 午前 ９ 時 ～
ご ぜ ん  じ

　 下榎  集会所 （ 講師 　 原  広之 さん）
しもえのき しゅうかいしょ こ う し  はら  ひろゆき

■ 編 み 物 講座
あ もの

    
こ う ざ

　１１ 日 （ 土 ）
にち  ど

 午後 ７時～
ご ご

 老人  憩 の 家 （講師　 安達  利子 さん）
ろうじん いこい いえ  あ だ ち  と し こ

■ 生活 の 知恵 講座
せいかつ ち え

    　１８日
こ う ざ

　下榎集会所（講師　 恩田  記子 さん）
お ん だ  ふ さ こ

■ 生 け 花 講座
い ばな

    　８日（水）
こ う ざ

午後７時３０ 分 ～
ぷん

　下榎集会所（講師　 生田  清子 さん）
い く た  き よ こ

ぞ ん じ  赤米 の 使 いかた
あかまい つか

 

【 赤飯 を 作 りましょう】
せきはん つく

■分量
ぶんりょう

    　 白米 ３ 合 に 対 して、 赤米  大 さじ１ 杯 、
はくまい ごう  たい  あかまい おお  ぱい

 塩  小 さじ 半分 
し お  こ はんぶん

 

■ 作 りかた
つく

　赤米は白米と 一緒 に 洗 わずに 別 の
いっしょ あら  べつ

 容器 に 水 を 入 れてゴミを 浮 かす 程度 に 洗 う ( 強 
よ う き  みず  い う て い ど  あら  つよ

く洗うと 色 が 落 ちる )。洗った白米と一緒に 混 
いろ  お ま

ぜて 炊 く
た
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

■１１月１日（水）～１３日（月）

■１１月１５日（水）～２９日（水）

●ホールイベント ●図書館おはなし会
 

１１月１８日（土）１０：００～
場所：町図書館

　

食欲の秋！おいしいものの本特集絵

本やおはなし、パネルシアターなど

（無料）
　

１１月２６日（日）１３：００～
場所：町公民館

●木のおもちゃづくり
１１月２６日（日）１０：００～
場所：町公民館

　

動くおもちゃをつくろう！

（要材料費：５００円）

講師：若林孝典さん（岡山県）

１０月２９日（日）１３：３０～１５:３０
　生田長江シンポジウム　※入場無料
 

１１月３日（金）９：００～１５：４０　日野中学校文化祭
（午前）合唱コンクール、吹奏楽部演奏会

（午後）人権弁論大会、人権劇

※前日祭（１１月２日（木）１４：００～、有志発表）
　

１１月１０日（金）１３：００～　町人権・同和教育研究集会
　(１３：２０～　落語家 露の新治さんによる講演があります）
 

１１月１８日（土）１３：３０～　日野高校定期演奏会
　

１１月２９日（水）１３：３０～２０：００
　日野総合事務所文化祭
　●日野高校郷土芸能部による荒神神楽 ●外国人から見た「日野郡を語

　る」 ●県職員による研究発表、コーラス、のど自慢など

　

出
演
者
を
公
募
し
、
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
。
毎
週
２
回
、
歌
や
振
り
付
け
、
演
技
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
大
道
具
･
小
道
具
作
り

も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

応
援
す
る
会
も
１
０
７
人
登
録

 　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
応
援
す
る
１
０
０
人
の
会
」
も
、
町
内
外
か
ら

１
０
７
人
の
方
が
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
た
た
か
い
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
も
ま
だ
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
け
い
太
の
見
た
夢
の
中　

～
長
楽
寺
の
不
動
明
王
～
」

 

と　

き　
　

月　

日
（
日
）

１２

１７

　
　
　
　

昼
の
部
午
後
１
時　

分
～　

夜
の
部
午
後
６
時
～

３０

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル
森
の
音
楽
隊

入
場
料　

中
学
生
以
上
１
０
０
０
円
（
４
歳
～
小
学
生
８
０
０
円
）

　
　
　
　
（　

月
か
ら
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
町
公
民
館
で
販
売
）

１１

問
合
せ　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
話　

‐
１
３
０
０
）

７２

本番まで２か月、練習も大詰めに
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　子育て支援室を開設してから１年半が過ぎました。
今年度は毎回平均３～４組の親子が来られ、室内や
園庭で遊んだり、育児について保護者同士で情報交
換をしたりしながら楽しく時間を過ごされています。
 

　支援室の時間設定は次のとおりです。
■９：００～１１：００　受付 ( 随時受付しています )
■９：００～　絵本読み、室内おもちゃ遊び ( 積木、
ブロックなど )、ふれあいあそび（わらべうたなど）
■９：３０～　一斉活動（折り紙、お話し会など）
■１０：００～　外遊び（雨天の場合は室内遊び）
■１０：４０～　片付け、ティータイム（各自持参）
■１０：５０～　支援室掃除、次回日程打ち合わせ
■１１：００～　あいさつ（終了）

　９月の支援室では、季節の折り紙として、コスモス
とトンボを折り、台紙に貼って作品を作りました。
図書館からのおはなし会では、保護者のひざに座り、
紙芝居を見たり組み木のおはなしを聞きました。ま
た、お天気にも恵まれ、園庭ではすべり台、ブランコ
などの遊具や砂場で遊びました。
　皆さんも一度遊びに来てみてくださいね。

　ひのっこ保育所　担当　音田
　　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)
●１１月の日程

１日：動物折り紙　８日：お絵かき　

２２日：おはなし会・保健師による子育て相談　

２９日：ブロック遊び　※ 1５日は都合により休みます

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

海
鳥
の
峡
   

に
入
り
来
る
野
分
か
な
（
講
師
）
谷   　

悦
子

か
い

　　

一
抹
の
淋
し
さ
残
こ
し
夏
の
逝
く　
　
   
　

安
達
つ
る
ゑ

　　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
す
れ
違
ふ
時
霧
流
る  　

荒
木　

習
子

　　

人
影
の
無
き 
門
構 
百
日
紅

     

　
　
　
   　
　

勝
瀬　

京
子

も
ん
が
ま
え 

さ
る
す
べ
り

　　

秋
草
に
追
憶
束
ね 
供
華 
と
し
て　
　
　
  

川
上　

文
子

く

げ

　

倖
せ
は
虫
の
浄
土
に
囲
ま
れ
て　
　
  　

久
城　

霞
渓

　
　
　

眼
下
の
灯
宝
石
め
き
て
風
は
秋  　
    　

徳
本
千
鶴
子

　

書
き
出
し
は
迷
は
ず
残
暑
厳
し
と
す     
真
壁
富
貴
枝

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

届
出　

９
月　

日
～　

月　

日   
敬
称
略

１１

１０

１２

　

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　 　
（
住
所
）

　

９
月
届
出
分

稲
田　

茂
子　
　
　

歳　
　

高
尾

７８

金
田　

初
江　
　
　

歳　
　

中
菅

８３

松
本　

正
実　
　
　

歳　
　

黒
坂

６５

稲
田　
　

孝　
　
　

歳　
　

根
雨　

８２

風もだんだんと冷たくな
り、秋本番という感じで
すね。■秋といえば、
やっぱり食欲の秋ですか
ねぇ…。広報ひのの最終
ページには食生活改善推進協議会さんのオススメ料
理を掲載していますが、実はあの写真の料理は、撮影
後もれなくワタクシの胃袋の中に納まっております。
食改の皆さん、いつも養っていただいてありがとうご
ざいます！■と、食べる方も得意ですが作るほうも得
意なんですよ。一番の自慢はパスタ料理！とまぁ、自
分でゆでたパスタにレトルトのソースをかけるだけ
なんですが…。がしかし！ゆで方とゆで具合にはこ
だわりがあるのですよ！詳しくは本人まで！！！（i)

子
育
て
の
情
報
交
換
の
場
に
も

と　き　１１月５日（日）
 

ところ　江府町防災情報センター

　　　　（江尾１９４４－２）
 

内　容　■素人そば打ち大会

　　　　　（１０：００～、１３：００～）

　　　　■ちびっ子そば早食い競争

　　　　　（１１：３０～１２：００）

　　　　■郡内そば店のそば販売

　　　　　（１０：００～１５：００）

　　　　　日野町からは、そば道場た

　　　　　たらや、シュッポッポ、味処

　　　　　四季が出店します

　　　　　（たたらや ･ シュッポッポは合同出店）
 

問合せ　日野総合事務所県民局県民課

　　　　（電話７２－２０８６）
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ＮＯＶＥＭＢＥＲ（霜月）

　ペットボトルの収集日（７・８・９班）水１５　ペットボトルの収集日（１・２・３班）水 １

木１６木 ２

金１７　文化の日（可燃ごみの収集は休みます）金 ３
　隣保館生活の知恵講座
　下榎集会所　午後７時～土１８　金曜日と土曜日の地区の可燃ごみを収集します土 ４

日１９日 ５
　古紙の収集日（黒坂・菅福地区）月２０　人権相談　開発センター　午後１時～午後３時月 ６
　不燃粗大ごみの収集日（黒坂・菅福地区）火２１　心配ごと・子育て・高齢者生活相談

　開発センター、老人福祉センター　午後１時～午後３時

　不要犬・猫引取り日　日野保健所水２２　健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時

　勤労感謝の日（可燃ごみの収集は休みます）木２３　不燃・資源ごみの収集日（黒坂・菅福地区）

　木曜日と金曜日の地区の可燃ごみを収集します金２４　乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
　受付：午後１時１５分～午後１時３０分火 ７

土２５　隣保館木工講座　下榎集会所　午前９時～

日２６　ペットボトルの収集日（４・５・６班）水 ８
　古紙の収集日（根雨・日野地区）月２７　隣保館生け花講座

　下榎集会所　午後７時３０分～

　歯科検診・フッ素塗布　開発センター
　受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分火２８　年金相談　開発センター

　午前１０時～正午、午後１時～午後３時木 ９
　不燃粗大ごみの収集日（根雨・日野地区）　不要犬・猫引取り日　日野保健所

水２９
　乳がん・甲状腺がん・子宮がん検診

　開発センター　受付：午後１時～午後２時

　国民健康保険税５期分、介護保険料５期分納
　期限木３０

　乳がん・甲状腺がん・子宮がん検診

　開発センター　受付：午後１時～午後２時
金１０
　隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土１１

日１２
　不燃・資源ごみの収集日（根雨・日野地区）月１３
　隣保館木工講座　下榎集会所　午前９時～火１４
　行政相談　開発センター　午前９時～正午水１５

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター72‐0334健康福祉センター

72‐1191下榎集会所 役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

ミニギャラリー情報

■山陰合同銀行根雨支店：
 １１月６日～１２ 月１日まで
 

■日野総合事務所：  １１
月上旬、

１１月１３ 日～２４ 日まで、
 １１月２７日～１２月８ 日まで

 

■蔵美術館（上菅）：
～ １１月１５日まで

歯
ブ
ラ
シ
、
糸
よ
う
じ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
を
上
手
に
使
っ
て
、
歯
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

月
８
日
は
『
い
い
歯

・

・

・

の
日
』
で
す

１１
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い
よ
い
よ
オ
シ
ド
リ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
集
ま
っ
て
く
る
オ
シ
ド

リ
。
厳
し
い
自
然
の
中
を
た
く
ま
し
く
生
き

て
き
た
鳥
た
ち
で
す
。
仲
む
つ
ま
じ
く
寄
り

添
う
そ
の
姿
は
人
々
に
夢
と
希
望
を
与
え
、

時
間
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。「
毎
年
、
冬

に
な
っ
た
ら
オ
シ
ド
リ
に
会
い
に
行
く
」そ
う

言
う
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
て
温
か
く
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

シ
ー
ズ
ン
到
来

『
お
と
う
さ
ん
、
い
よ
い
よ
で
す
ね
』

『
準
備
万
端
、
出
発
オ
ー
ラ
イ
だ
ね
』

③

④

⑤

⑥
・

・

　　

町
議
員
定
数
を
来
春
か
ら　

に
削
減

１０

 　

秋
祭
り
が
各
地
で
開
か
れ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
、
９
月　

日
か
ら　

日

１２

２８

ま
で
開
か
れ
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、　

年
度
の

１７

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
の
中
で
私
は
、
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
制
定
の
請
求
に
つ
い
て
、
意
見
を
付
し

て
提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
向
こ
う
８
年
間
、
議

員
の
定
数
を
８
人
と
す
る
も
の
で
す
。
議
会
は
全
員

反
対
で
否
決
さ
れ
、
議
会
最
終
日
に
定
数
を　

人
と

１０

す
る
議
案
を
発
議
し
可
決
、
来
春
予
定
さ
れ
て
い
る

町
議
選
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
住
民
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
直
接
請
求
が
、
有
権
者
の
約　

㌫
の
署
名
を
集
め

53

て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
住
民

請
求
の
本
質
は
、
経
費
削
減
に
よ
る
ま
ち
の
財
政
再

建
に
あ
り
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
は
一
刻
も
早
い
財
政

再
建
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
抱
か
れ
な
が
ら
、

小
異
を
捨
て
大
同
に
つ
く
と
の
思
い
で
署
名
さ
れ
た

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
有
権
者
の
皆
さ
ん

に
ま
ち
の
財
政
再
建
を
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

赤
字
の
一
番
の
原
因
は
起
債
（
借
金
）
の
償
還
が

あ
ま
り
に
も
多
額
に
上
が
り
す
ぎ
た
こ
と
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
消
に
は
あ
る
程
度
時
間
が

か
か
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
起
債
の
償
還
が
落
ち

つ
き
、
必
ず
収
支
は
均
衡
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
赤
字
の
累
積
を
で
き
る
限
り
抑
え
な
が
ら
財
政

再
建
を
１
年
で
も
早
く
成
し
遂
げ
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
（　

月
５
日
記
）

１０

　　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第７回


